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ヒトエリスロポエチン生産性肝癌 Hp-1 細胞の cDNA ライブラリーおよびヒト胎盤遺伝子ライブラ
リーから，それぞれエリスロポエチン cDNA および染色体 DNA をクローン化しているO
種々のエリスロポエチン発現ベクターを構築し，ナマルパ細胞中で、の発現を調べた結果，一過性発現
効率は導入したベクターの構造に依存するが，外来 DNA が染色体に組込まれた安定形質転換株におけ
る発現レベルは，導入した DNA が染色体に組込まれた環境に依存するとしている。 SV40初期フ。ロモー

















いてヒトエリスロポエチン産生肝癌 Hp-l 細胞の cDNA ライブラリーから cDNA と遺伝子DNA を
それぞれクローン化している。




転換ナマルパ細胞株を樹立している。この細胞株は 1--2μg/10 6 細胞/日のエリスロポエチンを
生産し，無血清培養が可能である o
(4) 上記ナマルパ細胞の生産するエリスロポエチンを純化精製し，その生物活性はヒト尿から純化した
エリスロポエチンと差がないことを示しているO
(5) ナマルパ細胞由来とヒト尿由来のエリスロポエチンの糖鎖構造を比較し，糖鎖の成分量比は巽なる
が殆どすべての糖鎖は共通であることを示し，主要な 2 種類については構造を決定している。
以上の成果は遺伝子工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値ある
ものと認めるo
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